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2002.03.28  VOL13. 春季増刊号               さぬき市民病院  小児科外

＠今回のテーマ 

 １．「代表的な小児呼吸器感染症」 

 ２．「当院の安産教室について   」 

＠春に流行する小児の疾患 

＠おくすり辞典：「 咳止め・鎮咳剤  」 

＠赤ちゃん百科：「 赤ちゃんと風疹  」 

＠チャイルドヒント：「頭部打撲について」 
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は じ め に 

  

  咳を主訴にして小児科外来に受診されるお子さまは多いものです。咳の病態

は、咽喉頭から細気管支にいたる気道内の分泌物・浸出液・異物などを取り除こ

うとする反射的で急激な呼気すなわち息はきです。他に、意識的な咳払いとして

の咳もあります。咽喉頭から細気管支の粘膜上皮には咳受容体が分布していま

す。この受容体の過敏性の程度は、喉頭部と気管支分岐部が特に鋭敏です。 

  小児期の上気道炎において、夜間の睡眠が障害されるほどの強い咳を来す場

合、喉頭部に強い炎症が起こっている可能性があります。このような場合に、強

い炎症に比例して高熱を伴うことが多いのもうなずけます。 

                   小児科外来 
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＠
今
月
の
特
集
一 

 
『 

代
表
的
な
小
児
呼
吸
器
感
染
症 

』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
児
科
医
師 

 

坂 

口 

善 

市 

 

小
児
に
お
い
て
、
呼
吸
器
感
染
症
は
日
常
よ
く
遭
遇
し
ま
す
。
鼻

水
・
咽
頭
痛
ぐ
ら
い
の
軽
度
な
上
気
道
炎
か
ら
急
性
気
管
支
炎
・
急

性
肺
炎
な
ど
の
下
気
道
炎
ま
で

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
多
く
の
疾

患
群
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
、
代
表
的
な
疾
患 

 

①
ク
ル
ー
プ
症
候
群 

 
 
 

咽

頭

の

下

方

か

ら

気

管

の

入

り

口

辺

り

ま

で

を

喉

頭

と

呼

び
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
強
い
炎
症
に
よ
り
ク
ル
ー
プ
症
候
群

を
起
こ
し
て
き
ま
す
。
特
徴
的
な
症
状
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
嗄
声
で
す
。
い
わ
ゆ
る
声
枯
れ
で
声
帯
の
腫
れ
を
示
し

ま
す
。
二
つ
は
、
犬
吠
様
咳
嗽
で
、
ケ
ン
ケ
ン
と
犬
が
ほ
え
る

様
な
咳
を
し
ま
す
。
三
つ
目
が
吸
気
性
呼
吸
困
難
で
す
。
喉
頭

す
な
わ
ち
気
管
入
り
口
付
近
が
強
く
腫
れ
、
気
管
へ
の
空
気
の

入

り

が

困

難

に

な

り

ま

す
。
息

を

吸

い

こ

み

難

く

な

り
、
あ

え

ぐ

よ

う

に

な

る

場

合

が

あ

り

ま

す
。
こ

の

よ

う

な

状

態

を
「
ク

ル
ー
プ
」
と
呼
び
ま
す
。 
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主
な
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
、
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ア
デ
ノ
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
夏
に
は
、
エ
コ
ー
・

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で
発
症
し
ま
す
。 

 

②
細
気
管
支
炎 

 
 
 

細
気
管
支
と
は
、
解
剖
学
的
に
気
管
支
の
末
端
で
あ
る
こ
と

を

示

し

ま

す
。
気

管

の

分

岐

が

進

ん

で

細

気

管

支

ま

で

来

る

と
、
気
管
支
の
構
造
物
と
し
て
の
軟
骨
は
も
う
無
く
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
細
気
管
支
の
終
わ
り
付
近
を
終
末
細
気
管
支

と
呼
び
ま
す
。
こ
こ
を
主
な
病
巣
と
す
る
代
表
的
な
疾
病
が
細

気
管
支
炎
と
気
管
支
喘
息
で
す
。
「
細
気
管
支
炎
」
は
、
冬
か

ら

早

春

に

か

け

て

六

ヶ

月

以

下

の

乳

児

を

中

心

に

発

症

す

る

疾
患
で
、
主
に
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
他
に
、
パ
ラ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
原
因

と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 

気

管

支

喘

息

の

原

因

と

同

じ

場

所

が

ウ

イ

ル

ス

感

染

で

強

く
炎
症
を
起
こ
し
て
き
ま
す
か
ら
、
喘
息
と
同
じ
よ
う
に
呼
気

性
喘
鳴
や
肺
気
腫
・
無
気
肺
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。
呼
吸
窮

迫
と
呼
ば
れ
る
陥
没
呼
吸
が
出
現
し
、
あ
え
ぐ
よ
う
な
呼
吸
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
、
低
酸
素
血
症
を
併
発
し

て
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
出
現
し
ま
す
。
数
日
で
、
軽
快
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
し
ば
ら
く
酸
素
療
法
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 
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最
近
で
は
、
鼻
咽
頭
の
分
泌
物
か
ら
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
数
分

で
検
出
す
る
迅
速
診
断
が
可
能
で
す
。 

 

③
気
管
支
炎 

 
 
 

急
性
気
管
支
炎
は
、
先
行
す
る
上
気
道
炎
・
扁
桃
炎
に
引
き

続
い
て
発
症
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
気
管
分
岐
部
か
ら

細
気
管
支
ま
で
の
下
気
道
の
炎
症
性
疾
患
で
す
。
咳
や
発
熱
を

伴
う
こ
と
が
多
く
、
徐
々
に
痰
が
絡
み
だ
し
て
湿
っ
ぽ
い
咳
に

な
っ
て
き
ま
す
。
小
児
・
特
に
乳
幼
児
で
は
喘
鳴
が
見
ら
れ
、

軽

い

呼

吸

困

難
や

多

呼

吸

を

来

し
ま
す
。
冬
に
多
く
見
ら
れ
、
一

歳
ま
で
の
乳
児
で
は
、
Ｒ
Ｓ
・
ア

デ

ノ
・
パ

ラ

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

ウ

イ

ル

ス

が

病

因

ウ

イ

ル

ス

の

主

な

も

の

で

す
。
一

歳

か

ら

三

歳

ぐ

ら

い

ま

で

の

年

長

児

で

は
、
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ
・
ラ

イ

ノ

ウ

イ

ル

ス

が

多

く
、
四

歳

以

降

に

な

る
と
肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
が
原
因
と
し
て
急
増
し
、
パ
ラ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
続
き
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
気
管
支
炎
に
は
要

注
意
で
す
。
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
の
あ
る
こ
と
が
最
近
解
っ
て

来
ま
し
た
。
夏
場
に
は
、
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
気
管
支

炎
が
あ
り
ま
す
。 
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④
肺
炎 

 
 
 

肺
炎
で
は
、
気
管
支
炎
が
拡
大
し
て
肺
胞
あ
る
い
は
肺
胞
間

質
に
強
い
炎
症
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
発
熱
が
続

き
ま
す
。
肺
炎
を
起
こ
し
た
肺
胞
や
肺
胞
間
質
に
は
リ
ン
パ
球

や
好
中
球
な
ど
の
炎
症
性
細
胞
が
集
合
し
、
浸
出
液
・
出
血
・

フ
ィ
ブ
リ
ン
析
出
な
ど
が
発
生
し
て
酸
素
・
二
酸
化
炭
素
の
ガ

ス
交
換
が
障
害
さ
れ
ま
す
。 

 
 

ウ
イ
ル
ス
・
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
真
菌
な
ど
の

病
原
体
検
索
が
必
要
で
す
。
小
児
で
は
、
ア
デ
ノ
・
パ
ラ
イ
ン

フ

ル

エ

ン

ザ

な

ど

の

ウ

イ

ル

ス

と

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

が

主

な

原
因
と
な
り
ま
す
。 

 
 

一
般
的
な
肺
炎
の
症
状
と
し
て
、
発

熱
・
強
い
咳
・
全
身
倦
怠
感
・
食
欲
不

振

な

ど

が

出

現

し

ま

す
。
乳

幼

児

で

は
、
強

い

咳

の

た

め

に

夜

間

の

睡

眠

が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
咳
に
伴
う
嘔
吐
に
よ
り
栄
養
状
態
が
悪
く

な
り
、
脱
水
症
を
起
こ
し
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

肺
炎
は
い
く
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

 

《
１
》
大
葉
性
肺
炎 

一
葉
全
体
に
浸
潤
映
が
あ
り
、 

 
 
 
 

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
と
き
に
特
徴
的
で
す
。 

 
 

《
２
》
気
管
支
肺
炎 

気
管
支
に
沿
っ
て
、
炎
症
が
波
及
し
て

 
 
 
 

 
 
 

い
き
ま
す
。
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
性
肺
炎
に
特
徴
的
で
す
。 

 

《
３
》
間
質
性
肺
炎 

肺
胞
隔
壁
に
細
胞
浸
潤
を
認
め
ま
す
。 

 
 
 

ウ
イ
ル
ス
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
に
特
徴
的
で
す
。 
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二
、

最
近
の
話
題 

 
①
好
酸
球
性
気
管
支
炎 

 
 

最
近
、
大
気
汚
染
や
室
内
汚
染
な
ど
が
原
因
で
気
道
へ
の
刺
激

が
亢
進
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
炎
症
を
気
管
支
に
起
こ
し
て
く

る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。
好
酸
球
の
気
道
へ
の
浸
潤
が
特

徴
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
気
管
支
炎

と
も
言
う
べ
き
疾
病
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

②
細
菌
性
肺
炎 

 
 

細
菌
性
肺
炎
の
特
徴
は
、
原
因
菌
が
年
齢
に
よ
り
異
な
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
新
生
児
期
に
は
Ｂ
群
溶
連
菌
、
大
腸
菌
。
乳

幼
児
期
に
は
肺
炎
桿
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
、
黄
色
ブ
ド

ウ

球

菌
。
年

長

児

に

な

る

と

肺

炎

桿

菌
・
イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

桿

菌

が

主

体

と

な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

抗

生

物

質

耐

性

細

菌

に

よ

る

肺

炎

に

注

意

が

必

要

で

す
。
以

前

は

院

内

感

染

だ

け

が

問

題

で

あ

っ

た

耐

性

菌

で

す

が
、
徐

々

に

市

中

に

広

が

り

を

見

せ

て

い

る

よ
う
で
す
。 
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③
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎 

 
 

肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
が
原
因
で
す
。
四
～
五
歳
ぐ
ら
い
か
ら

学
童
期
に
か
け
て
、
一
番
多
い
肺
炎
で
す
。
発
熱
・
咳
嗽
の
他

に
、
夜
間
に
強
い
咳
が
出
て
咳
が
数
週
間
と
長
引
く
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
伝
染
し
て
ゆ
き
ま
す
か
ら
、
注
意
が
必

要
で
す
。
治
療
が
不
十
分
に
行
わ
れ
る
と
再
燃
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
気
道
の
過
敏
性
を
高
め
る
こ
と
が
あ
り
、
乳
幼
児
で

喘
鳴
や
喘
息
発
作
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

病
原
体
の
特
徴
と
し
て
細
胞
膜
が
な
い
た
め
、
細
胞
膜
合
成
阻

害

剤

で

あ

る

一

般

的

な

抗

生

物

質

が

あ

ま

り

有

効

で

は

あ

り

ま

せ

ん
。
マ

ク

ロ

ラ

イ

ド

系

の

薬

剤

が

第

一

に

投

与

さ

れ

ま

す
。 

 

④
ク
ラ
ミ
ジ
ア
肺
炎 

 
 

オ

ウ

ム

病

と

呼

ば

れ

る

肺

炎

で
す
。
症
状
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン

ザ

感

冒

や

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

に

似

て

い

ま

す
。
最

近
、
西
日
本
の
一
部
地
域
で
流

行

が

あ

り

ま

し

た
。
鳥

か

ら

人
、
人

か

ら

人

へ

伝

播

し

ま

す
。
飼
っ
て
い
た
鳥
類
が
病
死

し
た
と
き
に
は
要
注
意
で
す
。 
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三
、
ま
と
め 

 
 

ほ

と

ん

ど

の

お

子

さ

ま

は

風

邪

を

ひ

い

て

も

数

日

で

元

気

に

回
復
し
ま
す
。
症
状
が
長
引
い
た
と
き
に
下
気
道
炎
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

 
 

お
子
さ
ま
が
風
邪
を
ひ
い
た
後
、
数
日
し
て
熱
が
再
度
上
昇
し

た
り
、
湿
っ
ぽ
い
痰
が
増
え
て
く
る
と
「
気
管
支
炎
」
を
合
併
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
聴
診
器
で
胸
の
音
を
聞
く
と
、
パ
リ

パ
リ
・
ゼ
リ
ゼ
リ
と
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
気
管
支
炎
の
場
合
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
明
ら
か
な
異
常
陰
影
を
認
め
ま
せ
ん
。 

 
 

さ
ら
に
、
高
熱
の
持
続
・
食
欲
不
振
・
膿
性
痰
増
量
な
ど
で
全

身
状
態
が
悪
化
し
て
く
る
と
「
肺
炎
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
異
常
陰
影
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
肺
炎
で
は
入

院
加
療
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
ほ
ぼ
、
一
週
間
ぐ
ら
い
の
治
療
で

退
院
さ
れ
ま
す
。 
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＠
春
に
流
行
す
る
小
児
疾
患 

  

春
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
季
節
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
体
の
中

に
入
り
込
も
う
と
す
る
異
物
を
排
除
す
る
免
疫
の
一
種
で
す
。
免

疫
は
体
に
と
っ
て
大
変
好
都
合
な
反
応
の
は
ず
で
す
が
、
こ
の
時

に
、
身
体
に
不
都
合
で
あ
る
目
の
か
ゆ
み
・
鼻
閉
・
喘
鳴
・
強
い

痒
み
を
伴
う
湿
疹
な
ど
の
症
状
が
出
た
と
き
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
出
て
い
る
と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

 

春
に
は
、
ス
ギ
花
粉
・
ダ
ニ
・
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
が
た
く
さ

ん
発
生
し
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
暴
露
し

た
り
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

出
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 

春
季
に
流
行
す
る
主
な
疾
患
名 

 
 
 

 
 

①
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
徐
々
に
減
少
し
ま
す
。 

た
だ
、
例
年
の
傾
向
と
し
て
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
四

月
に
か
け
て
小
流
行
し
ま
す
。
高
熱
・
腓
腹
筋
炎
に
注
意

が
必
要
で
す
。 

 
 

②
冬
型
の
感
染
性
胃
腸
炎
は
減
少
し
ま
す
。
寝
冷
え
に
よ
る 

 
 
 

腹
痛
・
下
痢
が
多
く
な
り
ま
す
。 

 
 

③
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
急
性
増
悪
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

粘
膜
症
状
以
外
に
イ
ラ
イ
ラ
・
集
中
力
低
下
な
ど
精
神
心 

 
 

 
 
 

理
的
な
影
響
が
出
ま
す
。 
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＠
子
供
の
お
く
す
り
辞
典 

  

「
咳
止
め
～
鎮
咳
剤
～
」 

  

咳
は
、
気

道
の

分

泌
物
・
異
物

な
ど

を

体

外
に

放
出

す
る

大
変

重

要

な

作
用
で
す
。
気

道

に

存
在

す
る

咳
反

射
の
咳

受

容
体
は
、

迷
走

神
経
求
心
路

を

経
て

延
髄
咳

中

枢
に

刺
激
を

送

り
ま

す
。
こ

の

刺
激
が

迷
走
神
経

遠
心
路
を
経
て
、
脊
髄
経
由
で

咳
を

起
こ
す

ノ
ド

や

胸

部

の
臓

器
に

伝

達

さ
れ

ま

す
。
そ
の
結

果
、
急
速

な
吸

気
・
声

門
閉
鎖
・
気
管

支

平

滑

筋

収

縮
・
呼

吸

筋
収

縮

な

ど

の

総

合

的

な

協
調
運

動

に
よ

り
気

道
内
圧

上

昇
・
声
門

開

放
・
高

圧
な

呼
気
が
起
こ
り
、
咳
と
な
り
ま
す
。 

 

咳

に

よ

り

日

常

生

活

が

支

障

を

来

す

よ

う

に

な

る

と
「
鎮

咳

剤
」
い

わ

ゆ

る

咳

止

め

が

必

要

に

な

り

ま

す
。
強

い

咳

に

よ

り
、
夜

間

の

睡

眠

が

困

難

に

な

っ

た

り
、

嘔

吐

を

伴

う

こ

と

で

栄

養

状

態

が

悪

く

な

る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
脱

水
症
を

起
こ
し
て
痰
の
喀

出
が

悪
く
な

り
、
咳
が
一
層
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

基
本
的
な
咳
止
め
は
中
枢
性
の
鎮
咳
剤
で
す
。
咳
中
枢
の
興
奮

を
鎮
め
て
咳
を
少
な
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
道
に
作
用
す
る
気

管
支
拡
張
剤
は
、
痰
量
を
調
節
し
痰
の
排
泄
を
促
進
し
て
咳
を
減

少
さ
せ
ま
す
。
筋
弛
緩
作
用
を
持
つ
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
を
適
量
併

用
し
た
り
、
麻
薬
系
の
コ
デ
イ
ン
を
利
用
し
て
激
し
い
咳
を
和
ら

げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
坂
口
） 
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＠
赤
ち
ゃ
ん
百
科 

 

「
赤
ち
ゃ
ん
と
風
疹
の
関
係
に
つ
い
て
」 

 
 

 

妊
娠
中
に
婦
人
科
に
検
診
に
い
く
と
風
疹
Ｈ
Ｉ
と
い
う
血
液
検
査
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
風
疹
と
い
う
病
気
が
赤
ち
ゃ
ん
に
深
い
関
わ
り
が
あ

る
た
め
で
す
。 

 

妊
婦
の
方
が
風
疹
に
罹
患
す
る
と
児
に
白
内
障
・
心
奇
形
・
聾
・
知
能
障
害

な
ど
を
呈
す
る
先
天
性
風
疹
症
候
群
が
発
症
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

奇
形
発
生
の
頻
度
は
妊
娠
何
週
に
風
疹
に
罹
患
し
た

か
に
よ
っ
て
異
な
り
、
妊
娠
早
期
に
罹
患
し
た
ほ
う

が
危
険
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
妊
娠
初
期
に

は
器
官
形
成
の
時
期
に
相
当
す
る
こ
と
し
か
も
そ
の

時
期
は
免
疫
能
力
が
未
熟
で
ウ
イ
ル
ス
が
胎
内
で
容

易
に
増
殖
す
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

妊
娠
十
六
週
以
後
の
感
染
で
は
奇
形
の
発
生
の
報
告

は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
妊
娠
初
期
の
妊
婦
の

方
々
の
風
疹
抗
体
価
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ほ
ぼ
全
員
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
母
体
の
抗
体
価
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
（
Ｈ
Ｉ
で
は
百
二
十

八
倍
以
上
）
は
風
疹
に
最
近
感
染
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
過
去
の
感
染

な
の
か
最
近
の
感
染
な
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

不
幸
に
し
て
妊
娠
経
過
中
の
感
染
で
あ
っ
た
場
合
に
は
児
自
身
に
も
風
疹
感

染
の
影
響
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
出
生
時
に
正
常
で
あ
っ
た
場
合
に
も

後
か
ら
異
常
が
で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
定
期
的
な
経
過
観
察
が
必
要
で

す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
伊
勢
） 
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＠
今
月
の
特
集
二 

 
 

「 

安
産
教
室
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

南
一
病
棟
主
任
助
産
婦 

 

山
本
香
織 

今
回
は
、
小
児
の
始
ま
り
で
あ
る
妊
娠
期
の
こ
と
に
つ
い
て
、
助
産
婦
と
い
う

立
場
か
ら
、
安
産
教
室
に
つ
い
て
お
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

お
母
様
方
が
自
分
の
子
宮
の
中
に
、
小
さ
な
命
を
授
か
っ
た
ら｢

安
産｣

と
い
う

の
は
誰
も
が
願
う
共
通
か
つ
最
大
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
願
い

を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
私
た
ち
は
安
産
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
毎
月
第
三
金
曜
日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
健
診
会
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。 今
の
と
こ
ろ
、
妊
娠
後
期
の
お
母
様
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
妊
娠

中
の
健
診
・
妊
娠
と
身
体
の
変
化
・
妊
娠
中
の
経
過
・
妊
娠
中
の
生
活
の
心
得

・
妊
娠
中
毒
症
の
予
防
・
妊
娠
中
の
異
常
・
妊
娠
貧
血
の
予
防
・
妊
婦
体
操
・

お
産
の
し
く
み
・
楽
な
お
産
の
た
め
に
・
お
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
、
実
際
に
病
棟
に
案
内
し
て
陣
痛
室･

分
娩
室
を
見
学
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
呼
吸
法
に
つ
い
て
は
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ご
家
庭
で
ご
夫
婦
一
緒

に
見
て
い
た
だ
き
繰
り
返
し
練
習
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
と
っ

て
い
ま
す
。 
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最
近
で
は
、
夫
立
会
い
分
娩
を
希
望
さ
れ
る
お
父
様･

お
母
様
方
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
当
病
棟
で
は
そ
の
ご
希
望
に
で
き
る
限
り
添
う
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
か
時
々
安
産
教
室
に
お
父
様
の
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
状
で
は
金
曜
日
と
い
う
平

日
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
参
加
し
た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
う
お
父
様
方
も
多

い
よ
う
で
す
。 

立
会
い
分
娩
を
し
て
頂
く
た
め
に
、
夫
婦
で
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
や
分
娩
の
経

過
・
呼
吸
法
・
補
助
動
作
等
に
つ
い
て
良
く
理
解
し
て
頂
き
ま
す
。
夫
婦
い
っ

し
ょ
に
分
娩
第
一
期
・
第
二
期
を
過
ご
し
、
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
呼
吸
法
を

行
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
新
し
い
生
命
の
誕
生
を
見
守
り
、
感
動
を
二
人
で
分

か
ち
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
立
会
い
分
娩

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
、
お
父
様
の
学
級
へ
の
参
加
が
望
ま
れ
ま

す
。 で
も
、
夫
立
会
い
分
娩
は
、
あ
く
ま
で
も
夫
婦
二
人
が
希
望
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
「
妻
に
ど
う
し
て
も
と
せ
が
ま
れ
て
、
僕
は
怖
い
ん
だ
け
ど
・
・

」
と
か｢

私
は
陣
痛
の
時
の
姿
は
夫
に
見
せ
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
、
夫
が
望
む
か

ら
・
・｣

と
い
う
気
持
ち
で
立
会
い
分
娩
を
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
の
夫
婦
生
活
に

支
障
を
き
た
す
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
よ

く
二
人
で
話
し
合
い
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
結
果
を
出
し
て
く
だ
さ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 
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今
後
は
、
皆
様
方
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
希
望
に
で
き
る
限
り
添
え
る
よ
う
に
開
催

回
数
・
開
催
曜
日
を
検
討
中
で
す
。
お
父
様
も
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
両

親
学
級
の
開
催
も
考
慮
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
安
産
教
室
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
「
パ
パ
マ
マ
学
級
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
参
考
に
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

当
病
棟
は
、
産
科
・
小
児
科
の
混
合
病
棟
に
な
っ
て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
は

ス
ム
ー
ス
に
図
れ
て
い
ま
す
。
帝
王
切
開
は
全
例
、
経
膣
分
娩
に
お
い
て
も
ハ

イ
リ
ス
ク
分
娩
に
関
し
て
は
分
娩
時
か
ら
小
児
科
医
が
立
会
い
、
ス
ム
ー
ス
に

処
置
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
生
後
に
、
新
生
児

仮
死
・
初
期
嘔
吐
・
高
ビ
リ
ル
ビ
ン
血
症
な
ど
処
置
を
必
要
と
す
る
場
合
も
、

ス
ム
ー
ス
に
連
携
が
図
れ
、
小
児
科
医
の
処
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
安
心
し
て
分
娩
に
臨
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
市
民
病
院
に
む
け
て
、
当
病
棟
も
東
讃
地
区
の
周
産
期
の
拠
点
病
院
を

目
指
す
つ
も
り
で
す
。
そ
の
点
に
関
し
ま
し
て
は
、
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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＠
チ
ャ
イ
ル
ド
ヒ
ン
ト 

 

「
頭
部
打
撲
に
つ
い
て
」 

 

赤
ち
ゃ
ん
は
頭
が
大
き
く
重
い
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
転
ん
だ
り
頭
を

打
つ
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
脳
は
頭
蓋
骨
で
保
護
さ
れ
て
い
る
の

で
、
滅
多
に
脳
に
障
害
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

意
識
が
な
い
、
名
前
を
呼
ん
で
も
反
応
せ
ず
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
、
痙
攣

し
て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
す
ぐ
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
初
め
は

元
気
に
遊
ん
で
い
た
の
に
だ
ん
だ
ん
ぐ
っ
た
り
し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

頭
を
打
っ
た
後
は
、
機
嫌
や
嘔
吐
、
こ
ぶ
、
手
足
の
動
き
な
ど
、
様
子
を
四
十

八
時
間
は
観
察
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
井
上
） 

 ＠
本
誌
の
内
容
に
関
し

て
、
ご
質
問
・
ご
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、 

小
児
科
外
来
看
護
婦
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

＠
次
号
・
夏
号
は
、 

六
月
下
旬
に
発
刊
予
定
で

す
。 


